課題

あなたは、企業内コンピュータネットワークの管理者です。Windows 2000 Serverが一台と、クライアントコンピューターとしてWindows 2000 Professionalが19台とWindows 95が一台で構成されているコンピュータネットワークがあります。すべてのWindows 2000コンピュータで,100BASE-TXのポートが2個用意されています。

Window 2000 Server上ではExchange Serverが稼動し、20台のクライアントコンピューターにはOutlookが標準のグループウェアクライアントとしてインストールされています。更に、Windows 95コンピュータにはMSFAXがインストールされOutlookを利用してFAX送受信ができるように構成されています。但し、モデムは接続されていません。

PBX（構内交換機）には、NTTのデジタル局線が外線として3本収容されています。ポートには空きがあり、あと1本のデジタル局線またはアナログ局線を収容可能です。内線側は20台の電話機が接続されており、あと3回線の収容が可能な空きがあります。総務部にはNTTの休止回線票が一枚一回線分あります。リース切れ目前の古いFAX専用機が一台あり直接NTTの公衆網に接続されています。

あなたは、ある日H先生の講座を聞いて「FAX専用機とFAXモデムがあったら、コピー機とプリンタはいらない。スキャナとプリンタとFAXモデムがあったら、コピー機とFAX専用機はいらない。」という考えをもちました。

更に、経営者はすべてのコンピュータからインターネットにアクセス可能な常時接続環境を用意するよう指示してきました。しかし現在の電話の同時通話数は減らしたくありません。

経営者の要求を実現し、かつ、各クライアントコンピューターでFAX文書を送受信するシステムを考え、①構築のステップ（過程）と②各クライアントコンピューターからインターネットへのアクセス（webブラウズやフアイルダウンロード・メール送受信時のデータの流れ）と③FAX送受信時のデータの流れを説明しなさい。また、そのシステムを実現する為の追加費用の概算も予算計上のために必要です。システムエンジニアやベンダーの工賃は考慮しません。また、NTTの局内工事費は今回は考慮しません。

参考価格

FAXモデム・・・・・・・9,000円/台

ISDNターミナルアダプタ（アナログポート3個口付）・・・・・・・・12,000円/台

ADSL対応ブロードバンドルーター・・・・・・・・12,000円/台

100BASE-TXネットワークカード・・・・・・・・10,000円/枚

サードパーティー製FAXアプリケーション（サーバー・クライアント兼用）・・・・・・・9,000円/本

NTT設備負担金・・・・・・・・72,000円/回線

1回線当たりのNTT基本使用料金・・・・・・2,600円（アナログ事務用）/月





・・・・・・3,600円（デジタル事務用）/月





・・・・・・3,100円（フレッツADSL兼用）/月





・・・・・・2,800円（フレッツISDN兼用）/月
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